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音楽 の あ る園 生活 を考 え る

一指導計画に見 られ る子 どもと音楽一

　　　　　　　児嶋　輝美

　　　 （徳島文理大学短期大学部）

1　 はじめ に

　 音楽を保育内容 と して と らえ る とき、最も大切な こ

とは、そ れ が 生活の 中の 楽 しみと して ある こ とで あろ

う。保育者は、子どもが音楽に親 しみ、結果として音

楽能力の 基礎を培 う経験につ なが る よ うに曲や活動を

提示す る必要が ある。しか し、そ れ は 生活 の 中で 子ど

もの 楽しい 体験として あれば こそ、心情 ・意欲 ・態度

の育ちに結びつ い てい くの で あろう。

　 保育 の 中の 音楽 に はい くつ か の 重要な役割がある。

第 1 に は音楽に よ っ て 心が落ち着いた り、気分転換し

た りス トレス を 発散 した りす る癒 し的な側面で あ る。

第2 に、そ の 社会の 習俗や 文化 を 受け継 ぐ機会 に もな

っ て い る。伝統的な行事に参加し、美 しい 詩や旋律を

もつ 曲を歌 い継 ぐこと は文化を身に つ ける こ とで もあ

る。第 3 に、伝統的な童謡や唱歌などは 日本語 と して

も美しく、背景に はそ の時々 の 自然や 人 々 の 心情があ

る e 歌は 言葉や 文学と も大い に 関連して い る と言 え る。

第4 に、一
入で は な く友だちと

一
緒 に歌 っ たり楽器を

鳴 ら したりする こ とへ も関心が広が る。そ して 友だち

の歌を聴 く、保育者の合唱を聴くなどに も関係 して い

く。音楽を通 して他者とつ なが る こ とは、子どもに と

っ て 大きな喜びで あるに違 い ない。

2　 目的 と 方法

　実際に保育現場で はどの ような実践が行われて い る

のだろうか 。 ベ テラン の保育者か らは昔に比べ る と歌

っ た り楽器 を弾 いた りしな くな っ た、と い う声を聞 く

こ とが多 い 。そ こ で本稿で は、保育所における音楽活

動の 現状 を知 り、音楽活動の あ りか た につ い て 考 え た

い e そ の手 がか り と したの は保育所の 年間 の 週指導計

画である 。 指導計画 の枠組みは 「予想され る幼児 の活

動」 と 「保育者 の 姿 ・環境構成」 から成る。その 中で

「音楽」 に関連した記述に注目した。

　協力を得られ た の は A 市公立保育所 4 園、1999 年

〜2003年度の述べ 7 ク ラス （5歳児 ）で ある。i

3　 結果 と考察

（ユ）活勁 の 穩類と曲

　 「予想され る幼児 の活動」 に は 「歌をうたう」 「手

遊びをす る 」 「リズム 遊びをす る 」 などの 活動 と 曲名

があげ られて い る。活動の頻度と内容 を把握す る ため

に、「歌 」 「楽器」 「動き1 「劇」 「鑑賞」 の 5項 目に 整

理 して記入 の 回数を数え た。集計の 結果、年間の 週指

導計画の 中に書かれ た音楽活動 の 数はもっ と も多い ク

ラス で 60件、少な い クラス で 27 件、平均すると 1

ク ラス 当たり42，6件で ある （表 1）。

　活動 の 種類別 に集計す る と、「歌」 が全体の 61．1％

をしめ た。 次い で 「動き1 だが 、
「歌」 との ポイ ン ト

の 開きは大きい。「楽器 」 「劇」 「鑑賞」 の項目は非常

に少ない。月別に見ると 11 月 12 月が最も多い が、

これ はク リス マ ス 会が発表会を兼ねて い るた め で あ る。
「劇 」 「楽器 」 は こ の 時期に集中して い る。8月 9 月

には 運動会で の 発表 に 向けて、ダ ンス や リズム遊びな

ど 「動き」 に関す る音楽活動が多く登場する。運動会

の あ る 10 月 に は練習が中心 に なるためか音楽活動は

少な くなる。 1、2 月 は どの クラス も少ない。大きな

行事を終えて 活動に 区切 り感がある ためで あろ う。

　毎月の 誕生会や集会は、年齢 の 違 う子 どもた ち が音

楽活動を共有す る機会 にな っ て い る 。 歌や踊 りを披露

しあっ た り、音楽遊びをした り、保育者 の パ ネル シ ア

タ
ーや劇を見た りするなど保育者 の工 夫が感じられる。

　 表 1　 音楽活動の 件数 ｛7 クラス 合計）

うた 楽器 動 き　 　 　 劇 鑑賞
耿
・
手遊

び ・手話 ソ

楽器遊び
・

鴿

リトミ ツ　　オ ベ レ ツ

ク ・
ダ ン ス　 タ

・
ミ ュ
ー

コ ンサ
ー

ト
・
幌 R

計

4 17 2 4　　　　　　0 o23

5 210 g　　　　　 o o30

6 月
18 111 　　　　　　 0 o30

7月
ao 5　　　　　 0 016

8 11316 　　　　　　 0 131

9 月 13 o 踊0　 　　　　 1 125

10 月
15 o 3　　　　　　 竈 120

11 月
26 5 1　　　　　　 4 諭 3 ア

12月 17 5 6　　　　　　 8o39

1月 10 2 3　　　　　　0 o15

2 月 11 3 0　 　 　 　 　 　 1116

3 月 15 o 1　　　　　　 0 o16

計 1822472 　　　　 15 5298

　歌唱教材やダンス 曲も含めて、指導計画に 具体的 に

あげられた曲名の延べ 数は、最も多い クラス で年間 66
曲、少な い クラ ス で 29 曲、平均す る と 46．9 曲で あ

る。季節や行事に ちなんだ曲は どの クラス で も見 られ、

他は流行や好みを反映 してお り様 々 で ある。

　以上から、個々 の クラス によ っ て音楽活動の書き表

し方、頻度、活動の偏り等の 違 い はあるもの の、共通

す る傾向が読 み 取れた。そ れ は   音 楽活動 の 中心は

「歌」 で あ り、年間を通 して 生活 の
一

部 になっ て い る
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こ と、  行事 との 結びつ き が強い こ とである。

　（2 ）読み 取れる保育者の 願 い

　　「保育者の姿」 の欄 に は環境構成や保育者の動き、

保育の ね らい などが記述されて い る。記述は 7クラス

あわせ て 125 件で あっ た。−
p の文章に樺々 な要素

が含まれて！挿事が多粋ため、単純に分類できない 斌

指導計画や前後の流れか
．
ら趣旨を判断する と記述の趣

旨は、．大きく 「指導の 方法や手順」「保育者の願 い」「行

事や生活との 関連」 の 3 つ に整理する こ とがで きる。

　 も っ と も多く書かれでいた の は 「指導 の 方法や手

順」 で あ る。「歌 い なが ら手話 が で きるよう、開始前

に言葉掛けをす る 」 「遊び の 中で CD を流すなどして

自然 に耳 に入るように してか ら歌い は じめ る 」 の よう

に、保育の ねらい に は触れずに単純 に保育者の 動きや

準備す る ζとなどを書 い て い る。「保育者 の 願 い 」 と

して は、「楽 しい雰囲気 の 中で 歌 う事 が で き る よ うに

する 」 「上手 く．で きたらほめて 自信や意欲 につ なが る

ようにする」 など、活動に取り組む心情や意欲が多く

あげられ て いる。「友だちと心を合わ せ て 」 など人間

関係の 育ちを強調 した言己述 も目立 っ た。．「行事や生活

と め関連」 で は、「お じい ち ゃ ん、お ばあ ち ゃ ん へ の

い たわ りの 気持 ちが 育 つ よ う に歌 を練習 し〜
」 の よ う

に、行事へ の 取 り組みに つ いて の 記述も多 く見られた。

　 「自分 の パ ー
トをしっ か り歌 い つ つ 、違うパー

トの

歌も意識で きるようにす る1 の ように音楽的な内容を

具体的に書い た もの は非常 に少な い。楽器を丁寧に扱

う事 や、「歌を しっ か り覚え て 」 など抽象的な表現が

わずか に 見られる程度 で ある。

（3＞考察

　音楽的な活動の機会が少な くな っ た と言われるが、

週指導計画か らは音楽を生活の
一

部として とらえる保

育者の 意識がうかが えた。習慣的なもので あっ た と し

て も、毎週ある い は毎月何らかの 音楽活動を週指導計

画に 盛 り込ん で いる．特に歌の 占め る ウエ イ トが大き

い 。季節や行事 にふ さわ し い歌、手遊びなどは 園生活

と切 り離せない もの になっ てい る。時 に行事と結びつ

い て 生活 の 中心 に もなる よ うで ある。

　発表会の 前 には、丁歌 」 「楽器」 「劇 」 な どが 指 導 計

画 の 中心 に なっ て い る。そ の 機会に 少 し難 しい こ とに

挑戦 した り、珍しい楽器を演奏した りする こ とは子ど

もの 音楽表現へ の 自信や新たな意欲に つ ながる めで あ

ろ う。そ して 、発表 の 練習が続 く時期 に も、保育者は

子 ど もに負担 をか け な いよ う配慮 し、一
人
一

人 が喜ん

で 参加で きるよう援助 し よ うと して い る。

　 しか し、そ うした心情や意欲につ い て の記述はどの

ク ラス もよ く似た もの に な りがちで 生き生き と した

保育実践 が イメ 「 ジで きな い もの あり、こ の 点は少し

物足 りな く感じた。保育者が技術的な指導をしたり評

価 した
．
りする こ ともあると思われ るが、そ う した内容

はほとんど書かれて い な い。、単に細か な事まで 書 く必

要を感 じて い な い ためかも知れな而 ・、音楽輙 価値

観牽強調す る こと へ のためらい もあると推察す る。．

　確か に保育者の 願 い が強すぎると子 どもが楽 しめな

い 場合もある が、子ども自身に も音楽的融気付きがあ

り、自分な りの イ メージに こ だわ っ て 練習を重ね る事

も昂る。こ の 時、保育者の 目揖す 「心情 ・意欲」 の育

ちは、音楽的な能力の育ち と重 な りあ p て い る。子ど

もの気付きを敏感に 受け止め、的をえたかかわりをす

るため に、時 には音楽的な特微に目を向けた願い や具

体的な方法につ い て書くことも時 に は必要で あろ うe

　言 うま で もな く計画 は実践をする前の 保育の 構想で

あり、．実践後 の 反省も反映されて い る。計画 と保育実

践は循環す る 営みで ある u 具体的に前もっ て指導計画

を書 く こと は、保育者の 音楽の 好みや価値観が文字化

するこ とで ある。そめこ．とで、普段あまり気付かない

こ とが自覚 され、子 どもへ の か か わ りを 反省する 事が

で き る。そ の く り返 しが、保育者の 独 りよがりで も押

し付けで もな い、個性豊かな保育実践に結びつ くので

はない だろうか。

4　 まとめ

　保育者が音楽に期待する もの は大 き い。7 クラス の

指導計画か らよ み とれ る保育者 の 思 い を、より確かに

保育実践 に結び 付ける ために筆者が提案した い 事は以

下の 3点 で ある。

　第 1は年間の音楽教材 の 整理 で ある。「はじめに」

で あげたような生活の 場として の 音楽の 楽しみ を広 い

視野 で と らえ、提示 して いき た い曲や 活動を整理 して

おく事が必要 で あろ う。第 2 に、保護者や地域の音

楽家の 活用で ある。園 で ミニ コ ンサートを開 いた り地

域 の盆踊 りに参力口した りする 事は、音楽へ の 興味を広

げる だけで な く社会を 知る 体験 に もなる。第 3に保育

者自身が園生活 で の 音楽を楽レむ事で ある。保育者が

誕 生 会等 で 歌や 合奏 を披 露 す る こ と が あ るが、そ の 姿

を子 ど もが 見て い る事 の 意味は大 き い 。
’
子どもも保育

者も音楽を楽しみ、お互 い の表現を認 め肉う よ うな関

係が築かれ る と こ ろ に、
’
音楽の保育内容と して の重要

な意味が ある と考える。

※
iz

］03年度分
「
（1 クラス）の 1〜3

』
月に つ いて は未集計の ため．

　最終的 な結果 は 当 日資料と して配付す る。
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